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＇陸水各種食品及び土壌等の

放射能測定調査について

（昭和 48年 4月～昭和44年4月）
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9 はじめに

この調査は前年度1/C引続き科学技術庁から委託

されたもので，昭和43年4月から昭和44年3

月までに行った放射能測定調査Ifとついて述べる。
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Il 調査計画
A 当衛生科学研究所で側定したもの。

〔種 頬〕・〔採取場所〕・・〔年回数〕

魚＇貝類

＼鯛

p
•
•
•
(
‘
.
.
.
.
.
~
,
1
1
・
’ 男鹿市船川港し、、

II II ＇たら

はたはた II ・I/ 

鯉 秋田市添川

晨畜産物一

野菜（キャペツ）秋田市川尻

南秋田郡琴浜村
鹿角郡花輯町・

平鹿郡平鹿町

秋田市牛島

秋田市仁井田’・・

本荘市

秋田市

秋田市金照寺山

秋田市（衛研）

果実（リぇ~)

牛乳（原乳）．

米

上水（原水）

土壌（草地）

雨水
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B 日本分析化学研究所．理化学研究所に試粁
を送ったもの。
、〔種 別〕． 〔採取場所〕 （年間数〕

鯉 秋田市添川 •• ·• 2 

牛乳（原乳） 秋田市

上水（原水） 秋田市

淡水．． ； 秋田市添川 ， 
土壌（・草地） 秋田市金照寺山
雨水，ーちり 秋田市（衛研）

i'日常食（都市・） 秋田市::

. II ・・・（農村） 河辺郡雄和村
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試料の調製及び測定方法

試粒1の調整及び測定方法ぱ，` 科学技術庁編「
放射能測定法」 (19 6・3年）vcよって行ない
食品中のKは国1・ame photometer（日立）
で定量して40Kによる放射能値の補正を行なつ

たo.
送付試料の調製送付については次のとおりで

ある。 • 

鯉； 2～3オ魚以上のもの4K@（生）をポリエ
・・ チ Vンびんに入れ..,•3 彩ホ1Vマリン rcつけ
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て送付

牛乳；原乳 3fを E50℃以下で灰化し，その灰分

を送付。

上水；原水1o o tvc送付されたCarrier100
叫を加え，これをイオン交換樹脂vc吸瘤さ

せて送付。

淡水；上水と同じo

土環；草地を約1九間隔vc8地点返定し，プラス

チック製容器（径96暉深さ 54疇）・8ケ

にそれぞれの地点の土壌を採取し．この8

ケを 1試料として送付。

雨水，ちり；一定の採取装鼠で採取した約1ヶ月

間の雨水，ちり vccarrier100

叫を加え，これをイオン交換樹脂に

吸着させて送付。

日常食；都市成人，農村成人，晨村幼児に区分し

それぞれの 5人分(1人1日3食）を 1

試料として灰化し，その灰分を送付。

測定装置は次のとおりである。

計数装置 日立製RDG-4A

計数管 理研製B2N-602902

マイカ窓の厚さ 1. 4mg.／点

窓からの距離

比較試料

試料皿の形状及び材質

約 l01lll1l 

u 3 ° 8 
理研製ステンレススチIV

製，内径25Tlllll，高さ 6

拿，厚さ 0.3Tlllll 

z
 

測定成績

A
 
魚貝頚

男鹿市船川港で採集した鯛，たら，はたはた

と秋田市添川で養殖している鯉の4種類につい

て年2回あて採取測定したもので，魚の種類な

らびに採集場所は昨年度と同じである。これ等

の全/i放射能測定成績は第 1表及び第 1図vc示

しているとおりで，鯛は 6月採取したものが生

体9当り o.oaμμc,6月に採取したものが；

o.o I μμcで， 4種類中もつとも低い放射能値を

示しているo鯉は6月と 11月vc採取し，生体

9当り O.I2μμcと0.16μ匹で，殆んど差のな

い成績である。たら，はたはたは11月と l2 

月に採取し，前者はo.・21μμcと0.23μμCの成

績で4種類中最も高い放射能値を示している。

後者はo.o5μμcと0.06μμcである。

第 1表

釆 集 採
集
年
月
日

魚貝類の放射能測定成績

採 1 採 1種類
集

方

法

天

集 及び

測
定
年
月
日個 層 部分 劣

分
生
当
）

水

（

体

り

分
生
当
）
彩

灰

（

体

り

75.001 ta s 

79,131 L67 

82.691 118 

リ

ム

分

彩

カ
ウ
灰
中

較
料
率・数

比
試
計

C四

自 然＇＝

567 
76,,601 l 9 4 I 29. 29 I ii.1 

26.-631 ±評
ー・

29.941累
一

2i201 ±g 

計数率

cpm 

1 9. 0 
士o.6 
1 8. 2 
±0.6 一
1 9. 6 
+0. 6 一
1 9. 6 
士o.6 

g 
μμcl μμc 

3 l 8 
±L  6 一
2 9. 1 
±1.4 ー・

3 L 3 
±14 一
3 L 1 
±14 一
2 9. 0 
士14
2 a o 
±l  3 一
2 4. 9 
士l3 
3 0. 6 
--l::L 4 

L42 

1L46 

0.64 

l'7.'84 

0. 0 3 

0.1 2 

0.0 I 

0.21 

8a07| l0 7 26. 92 ” ／／ 5.49 0.0 6 

76.461 147 

82.801 l3 2 

21.661累
一
543 

2&59l士1.6

1 8. 7 
+0. 6 一
I 8. 3 
士o.6 

10.77 

4.47 

0.16 

0.0 6 

81601 1.34 26.36 ” II 19.14 0.2 3 
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第 1図 魚類の全¢放射能

血 C/9

ト`・ヽ

晨 畜産物

{a)牛乳（原乳）

5月から隔月毎vc年
したもので，採取場所は昨年度と同じ

秋田市牛島である。その測定成績は第

` 2表に示しているとおり， 7月vc採取
ii したものが9当り O.Olμμcで最小

] 3月に採取したものが0.0 7 μμ cで

-・ 最大となつているが何れも低い全グ放

射能値である。

(b).野菜（キャペツ）

咋年度と同ー場所である秋田市川尻と南秋

田郡琴浜村から 7月と 9月に採取したキャペ

ッrcついて，水道水で洗漁した後1rC処理し測
定したもので全¢放射能値の成績は第2表の

とおり，生体9当り 0.0 0~o.07μμc{l) 

範囲vcあり非常に低いo
(c) 果実（リンゴ）

リンゴも採取場所は昨年度と同じで，鹿角

第 2表 農畜産物の放射能測定成績

0.3 

-0.2-I 
3 

1 
08.:8 1 g-― 
8:83~ 3 
0.0 5-
0.0 4-

0. 0 3 -

0.02 

鯛鯉 ク
ラ

ハ
ク
ハ
ク

郡花輪町と平鹿郡平鹿町の県北と県南である。

採取期は 10月と 11月で，採坂したリンゴを

水道水で洗漁したのち処理し測定したものであ

る。その成績は第 2表vc示しているとおり生体
9当り 0.0 1~o.07μμcの低い値である。

（①米

米も前年度と同じ場所である秋田市と本荘市

から採取したもので， 4検体の成績は生体9当

り0.03~0.1μμ Cの範囲を占めている。

試
生体 比較

自然
試料 放射除能強k 匿

採取 採取 測定 生体 当り K 試料
計数 （）  

料
種類 部位 重量 灰分 灰分 計数

計数 言ら 灰分生体 備考
番

場所 年月日 年月日 率
率 灰分 9当 9当

号
g 中彩

60四 りりC皿
彩 e皿 当CilJ 呼 A

1 牛乳 原乳 秋田市 4& 6. 6 4l 5.13 166. a1 0.73 22.07 
69.0 19. 7 2滋 4.11 0.03 
七L7+oo +14 

2 ‘’ 
II 

‘’ 4& 7. 2 43. 7. 12 164,; 6C o. 74 22.07 
68.4 19.2 24.7 2.07 0.01 
+L7 士05 ＋凶

3 ” ‘’ 
II 43. 9l2 4a 9.20 166.21 0. 72 23,6,8 

5&2 17. 9 26.6 6. 86 Oi04 
+1.7 十⑱ + 1.3 

4 ” 
II II 43.l.l 6 43.11.. 12 1邸 6( 0.'71 22..47 

5&2 19.6 24.7 7.、66 0、.06
十L7+o.6 +u  

5 ” ” ‘’ 44. llO 43. 1.17 ” 0.83 
2Q.-a7・ 
5a2 r&6 228 2.88 0:02 
+l7 ±0.6 +1.3 

6 ” ‘’ ‘‘ 44. 3. 5 43. all 123. 6( ll. 71 22.20 
56.•l 18.5 25.2 lQ.11 o』07
+11ワ+o.ll +13 

一
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キヤ
葉 秋田市ドm.9,124& 7.9 :7 .25000. 0.44 37. 7' 

6 7.2 1 9.l 4 3.5 16.99I : 0.0 7 洗1 ペッ +17 十0.64 L6 

2 I/ ‘’ 南転秋田村郡1位7.16 4a 7. ， 17 ” 0.46 3,l:,8 ‘’ II 
3 8.4 3.邸 0.0 1 士1.6 ” 

3 ” ” 秋田市 I4&9. 12 Ja 9. ＇ :16 ‘’ o. 7 6 3も16
54.4 1 8.7 3 6. 7 2.96 0.0 1 

” +17 +o.6 十L5
4 ” ” ̀笛芦)43.9. 20 Ja 9. 25 

0. 6 3 36. 63 64.4 1 8.7 37.9 0 0.0 0 'II 

” +1.7 +o.6 1+1,5 

” 2 I（スクーI " 
キンク：

ご
ご
肉皮

i

｀
 

ー
1,  

43. l0.16J3.10.2Jl 400DOI 0.2 5 

4al0.16 ,i ~ 400001 0. 2 8 

42.18 6 4.6 
士L7

111. 07 I 11 

9

5

 

4
-
L
 

4
士
4

6

 

&
n
5
 

1
士

II -I 
4 ao 
士I.6 

a15 

2.2 2 

0.o2•1 洲諏

0.0 I II 

” 3 I（国
光

4‘ ” （デリ
シャス）

” 
II 

一位］1．li|¥&ll22|40000IO.30 
花輪町 ” 1/ 1400DOI 0.3 9 

、il.95 | 6 1 6 
・士L6’霊虚；げ“゚

3;141 

” 
II 3 6. 7 
土14
12.86 

0.071: 11 

0.05 ,'. II 

米 6 4.2 I 9.2 20.8 •; 
1 （ヨネ 玄米 秋田市 43. 9. 20 44. 2. 1令 100 1.1 9 19.86 士L7士0.6士12 2.5 1 

0.0 3 
ジロ‘ヽ

” 2 2.3 
2 （ミヨ II 

” 43. 10.,5 
II 

” L24 20.47 
II ” 士1.2 8.2 2 0. 1 0 ジ）＇

” 2 2.6 
3 （ヨネ "ii 本荘市 43. 9.・26 II II 1.3 2 20.‘97 II ” 士1.3 7.4 7 0.10 シロ）
II 

2 2.6 
4 （ミヨ II II 43. 9. 25 ” 

II L2 8 20:‘97 ／／ II 
士1.3. 6.72 0.() 9 

ジ）

c
 

上水（原水）

第3表vc示しているように4月， 6月， 7月

1 0月， 1月， 3月の 6回，昨年度と同じ秋田

市大木屋浄水場から採水した原水で， 8当りの

全¢放射能値は0.2 7~3.73μμcの範囲で

ある。

第 3表 上水の放射能測定成績

試 採水 水温 採水 測定
計数率 cpm 麟 闘

は採水地 年月 比較自然試料 度 物 備 考
部位 （℃） 日時 年月日 塁数計数率 呼 1n/g £ 

号 試料 CPJ必 .e 
1 響蹂緊 原水 ..6.5 4l 4. 3 43. 4. 6 488L 7 l 8.3 l2 3.3 1 8 2.3 

A：4岱T"al al11"(;濯01 PH詣2"6a6m6 しm lODO 士22.1 -t:o.6 十0.8

2 II 

” 
I 5. 8 4& 6.13 43. 6.16 

5006. 5 1 8.8 0.9 
2.42 7 4.1 

9. 26 十22.4 十o.6土1,0

3 II 

” 
•. 92 L o 43. 7. 3 .43. 7.̀ 4 4936.1 1 9.5 0.1 0.2 7 6 9.3 贔A449'&la9 'Zta2 '6 l 3℃ 0 9 l 憐葡琵9. 20 士22.3 士:0.6士1.0 o.omm 

.、43l0.,2. 606'3.9 l 7.8 1.0 PH6.8 
4 

“ 
II 1 6. 0 43.10. 3 26 7 8 4.9 208mmm m 9. 1.0 +22.6 十0.6+1.o 

5 II II LO 
44. L17. 
44. 1.20 5075. 0 

1 8.3 0.8 
2.1 3 8 2.0 AA44. T1ら2LI℃び6滋PH16.5骨m8m エ14. 00 士22.6 士0.6土LO

6 44. 3. 5 44. 3. 6 
607 3. 7 1 8.4 +1.4LO 、 3. 7 3 6 9.2 II ／／ 2. 0 士22.6. 士0.6. 9."20 ・4・.4.3.4 :'1話}:nm-~--
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r ， 土壌（草地） りIi.1 2 μμcと6.32μμcであり，平方血当り

土壌は第4表vc示しているように昨年度と同 では24 6. 8 μ μ cと267.6μμcを示し，

日じ秋田市金照寺山で採取した草地で， 7 月と 1•1 7月の成績と 11月の成績は大差がない。

J ， 月に調査を行なつた。その成績は乾燥試料 9当

第 4表 土壌の放射能測定成績

: 採取 採取個所 測定
比較 自然 沈澱 沈澱灰 乾燥 放射能強度

採 取 試料 灰化
重化量物g 試料 料乾り燥9試当 m／ e 年月 年月 計数 雑 物600 9当り

地名種類深さ 方 法 日 率 喫当り
卿9当り20） 号 日 C皿 C皿 cpn 0pm 叫 U C k,(! 

社
43. 秋田市

草地 ゜
径．深さ 43 6 8.3 I 8.4 9.9 

金
5.4 
9.5X5.4 

14908 15 6. 12 246.8 
7.26 Clll 8.14 十1.7 +o.6 +u  

小
4& 43 6 2. 7 1 8.8 1 3.3 2 

” ” 
II 

” L2376 L6 6.32 267.6 
ll7 1121 +1 6 |+o R +1?. 

第2図 雨水の全9放射能

因雨水

9時～9時の定時採水による雨水の測

定成績を第6表及び第2図vc示す。今年

度は l2月27日に中共で核実験が 1回

行なわれているが，実験の翌28日の雨

水は£当り 107μμc,29日の雨水

は 195μμc,3o日の雨水は 1.64 
μμcと云9状態で平常値より多少高い

と思われる成績であるが，核実験の影響

であると考えられる明らかな異常放射能・

値は検出されなかった。

,I. 

第 5表 雨水の放射能測定成績
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叫
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2.4 

更直 更正値更暉

64 
66 26 163 0.4 

土旦

6 6 I 6 6 3 0 1 1 8 2| 3.6 
士11

61 | 6 1 2 6 I 1 7 OI 0.2 
十一1 1 

2 1 
2 1 I ：：：：1 0 I 21 67 
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廿
ー
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十

II 

5 
512.9DO 5.13025 7.4 6.0 100 

4909,2 1 8.3 30 
” -N13..9DO ̂””930 +22.2 士0.6 --l-.1 n 30 30 82 0.6 

6 
6.20.900 5.20.900 2.1 6. 0 100 

4916.2 19.0 8 
” “̂31.900 ．，丸7/17.oo 士22.2 +nR J_ 1 n 

， 5 26 0.1 
7 

527.9DO 5.27,1a2] 3 8.8 6. 0 100 
屁38.2 1 8.6 14 

II 
8̂900 `ん"2.86.17 +2 2.2 +ni:: n 1 5 4 41 16 

8 
6. 39/JO 6.認350

2 9.8 ao 100 
4962.7 17. 7 

£ー・16 0 ‘’ ^ 4900 "'¥14. 9DO +2 2.3 士0.6 26 13 71 2.1 

， 6.l.0900 6.10.l 6.45 2. 6 6. 0 100 6063.1 1 8.6 昇。” --1111.900 -.,;Ill.8.50 +22.6 士0.6 64 12 171 0.4 

620900 訟0.900
12.6 6. 0 100 

5024.1 19.0 
そ-'--°1 n 10 ” l̂900 ーク1.900 +2 2.5 十0.6 20 7 64 0.7 

7.149JJO 7.14.93 6 I 5. 3 4967.1 1 8.9 
11 ,...,,,,15.900 ~15.4. 35 6.0 100 士22.3 十0.6 比 16 4 41 0.6 
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33 ” ツ^30.9DÔ A0.900 +2 2.6 十OR +11 73 29 1 9 5 0.6 
／／ 

1磁0.9001磁0.900
2.0 6.0 100 

5009.0 1 8. 9 6 1 
34 ” ^1.9[)0 "'¥131.9DO +2 2.4 +nR +,, 61 49 164 0.3 

II 

4四 DO 1.6. 900 
2.0 6. 0 100 

5014.6 1 8.8 43 
36 ／／ ~117,9DO ̂ .900 +2 2.4 士06 +1 n 43 24 1 16 0.2 ” 

• 



冒

-123-

36 II 
ll油DO1.13 9DO 

4.6 6. 0 100 
5109.5 I 8. 7 37 

37 20 98 0.4 
~~14.900 1̂1心DO +2 2.4 +o.6 +10 

37 ” 
12291JO 122900 

6.6 6. 0 100 
614'Z8 19.8 29 

29 11 76 0.4 閏塁r-1123.900 ̂ 423.9DO +2 2.7 +o.6 十l0 

38 II 
2. 49.00 叫 315

1'ZO 6. 0 100 
6030.7 l 8.6 23 

23 ， 62 1.1 雪
＾随J)O^16.900 士22.5+o.6 +10 

39 ” 
2.13.900 2.14M2 

1.6 6. 0 100 
60315 1 9.2 5 6 

66 30 147 0.2 
r--/ll4.9DO へll!}{JO 十22.6 +o.6 十10 ” 

40 II 
2239DO 223.9.00 

l8 6.0 100 
6046.9 1 9.6 26 

25 10 67 0.0 M 49.00 ̂4ん4.9DO 十22.6 +0.6 +10 
II 

41 ” 
2289.oo 228.12.48 

0.5 6.0 100 
5040.0 1 8.8 70 

70 1 8 1 87 0.1 N. l.9DO -& l.9DO +2 2.6 十0.6 +11 
II 

42 II 
3. 4.900 2Al&40 

9.9 6. 0 100 
6083.9 19.0 6 

6 2 16 0.2 
.^JI 6.9iJO ̂ 16.330 士22.6 +o.6 十10

II 

岱 ／／ 
3l29.00 3.12.l凶6

1 LO 6.0 100 
60114 19.2 1 

1 

゜
3 0.0 ‘’ ヘ:tl39.00-t/13620 士22.4 十0.6 +10 

44 II 
3.19.9DO 3.191曲

0.6 6. 5 100 
4964.3 18.6 60 

50 38 136 0.1 雨
＾ツ20.9Do^°品6 +2 2.3 ±o.6 ±1 0 

vむすび
昭和38年度以降，調査の各種品目vcついて年

度別rC比較してみたのが第3図である。図に示し

ている成績は，その年度に測定した全グ放射能の

平均値であるが，これ匹よってもわかるように牛

乳はg当り 0.04呼 C' キャペツは9当り 0.02 

μμc，リンゴはg当り o.o4μμcで昨年度より更

vc低い値を示している。また米vcついては9当り

o.08邸 C' 、魚類が9当り 0.1lμμc, 土壌が乾 9

燥土9当り 6.7邸 C'上水は£当り2,4μμcの成

績で，何れも昭和42年度並びvc昭和41年度

と大差ない状態を示し；ている'o更に雨水vcっぃ

てみると，前述のように中共で核実験が行なわ

れた時も殆んど問題になるような異常放射能は

検出されておらず，今年度の最高は£当り 196

μμcの放射能値である。

以上のように今年度調査した各種食品，上水

土壌，雨水の全グ放射能測定成績は全般に低い

状態を示している。

第 3図 a 各種食品，上水，土頃の年度別比較（全¢放射能値）
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第 3図 b 上水， 土壌の年度別比較（全¢放射能値）
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